
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
日
受
領

答

弁

第

四

一

二

号

内
閣
衆
質
一
七
七
第
四
一
二
号

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
特
定
避
難
勧
奨
地
点
を
巡
る
指
定
基
準
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
特
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対
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る
答
弁
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一
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
「
「
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
計
画
」
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
二
日
原
子
力

災
害
対
策
本
部
策
定
）
に
基
づ
き
、
「
放
射
線
量
等
分
布
マ
ッ
プ
」
を
定
期
的
に
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
平
成
二
十

三
年
六
月
三
日
の
公
表
分
に
お
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い

う
。
）
発
生
後
一
年
間
の
積
算
線
量
が
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
る
地
点
が
、
御
指
摘
の
警
戒
区
域
及

び
計
画
的
避
難
区
域
の
外
に
お
い
て
局
所
的
に
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
に
お

い
て
、
同
月
十
六
日
に
「
事
故
発
生
後
一
年
間
の
積
算
線
量
が
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
る
特
定
の
地

点
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
特
定
地
点
へ
の
対
応
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
原
子
力
災
害
現
地

対
策
本
部
に
お
い
て
、
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
と
の
協
議
を
経
た
上
で
、
同
月
三
十
日
に
最
初
の
特
定
避
難
勧
奨
地
点
を

設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

特
定
避
難
勧
奨
地
点
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
お
い
て
、
特
定
地
点
へ
の
対
応
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、
避
難
等

一



を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
の
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
は
、
「
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
等
に
関
す
る
中
間
指
針
」
（
平
成
二
十
三
年
八
月
五
日
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
決
定

）
を
踏
ま
え
、
適
切
に
賠
償
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
に
お
い
て
、
法

令
に
基
づ
き
個
々
の
納
税
者
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

特
定
避
難
勧
奨
地
点
の
設
定
の
前
提
と
な
る
空
間
線
量
率
の
計
測
に
つ
い
て
は
、
住
居
全
体
の
平
均
的
な
空
間
線
量
率
を

測
る
と
の
考
え
方
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
は
、
住
居
の
空
間
線
量
率
が
低
い
ほ
ど
住
民
が
避
難
を
す
る
必

要
が
低
く
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
「
福
島
県
内
（
警
戒
区
域
及
び
計
画
的
避
難
区
域
を
除
く
）
に
お
け
る
生
活
圏
の
清

掃
活
動
（
除
染
）
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
（
平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日
原
子
力
災
害
対
策
本
部
策
定
）
等
に
よ
り

安
全
面
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
を
行
っ
た
上
で
の
除
染
に
関
す
る
取
組
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
平
均
値
の
高
い
地
域
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
件
事
故
発
生
後
一
年
間

の
積
算
線
量
が
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
る
地
点
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
広
が
り
が
見
ら
れ
る
場
合
に

二



は
、
計
画
的
避
難
区
域
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
当
該
地
点
を
離
れ
れ
ば
線
量
は
よ
り
低
く
、
生
活
全
般

を
通
じ
て
本
件
事
故
発
生
後
一
年
間
の
積
算
線
量
が
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
懸
念
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
特
定
避

難
勧
奨
地
点
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

住
民
の
健
康
に
関
わ
る
情
報
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
空
間
線
量
率
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
氏

名
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
除
き
、
文
部
科
学
省
及
び
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
と
も
地
域
の
住
民
に
対
し
適
切
な
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
職
員
の
現
地
派
遣
な
ど
を
含
め
、
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
と
の
連
携
の

強
化
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
と
連
携
し
て
、
被
災
地
の
支
援
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

三


